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保健・医療・介護・福祉従事者 各位 

2023 年 1 月吉日 

出雲リハケアネット 

代表  酒井 康生 

（公印略）  

2022 年度 出雲リハケアネット研修会のご案内 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご厚誼を賜り厚く御礼申し上げます。 

当団体は、「障がいのある人々や高齢者及びその家族が、住み慣れたところで、そこに住む人々ととも

に、一生安全に、いきいきとした生活が送れるよう、出雲圏域内の医療機関、介護事業所、リハビリ関連

諸団体、保健・行政機関などがリハビリテーションの立場から協力し合って活動を行う」ことを目的に、

2012 年に設立した任意団体です。 

これまでこの目的に賛同する団体・個人が、①構成員相互の交流や情報交換、②機能的自立度評価法

FIM の普及、③FIM を用いた症例検討会、④保健・医療・介護・福祉従事者及び住民向け研修会の開催

など地域リハビリテーションに関する事業を行って参りました。また、この活動は 2016 年度より出雲市

在宅医療・介護連携推進団体補助事業に指定されました。活動を通し、地域における様々な課題の解決に

向けて、より多くの皆様方との連携を深め、活動を発展的に進めていけるよう検討を重ねております。 

この度の研修会は、多職種の立場から ADL 評価の重要性や ADL 支援、多職種連携に資することを目

的に下記の通り開催いたします。 

 時節柄、完全オンラインでの開催を予定しております。ご多用の中とは存じますが、多数ご参加頂きま

すよう何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

敬具 

記 

 

１．主  催：出雲市在宅医療・介護連携推進団体 出雲リハケアネット 

２．後援予定：出雲市、一般社団法人 出雲医師会 

一般社団法人 島根県理学療法士会、一般社団法人 島根県作業療法士会 

一般社団法人 山陰言語聴覚士協会、出雲地域介護支援専門員協会 

出雲地域介護保険サービス事業者連絡会 

３．日  時：2023 年 3 月 16 日（木）19：00～20：30（受付開始 18：30～） 

４．開催形式：完全オンライン開催（Zoom） 

５．対  象：島根県内の保健・医療・介護・福祉従事者 

６．定  員：100 名 

７．参加費：無料（事業費より全額補助） 

８．申込み方法：Google form 

※URL もしくは QR コードからお申し込みください。 

※参加締め切り：2023 年 3 月 10 日（金） 

【URL】https://forms.gle/JFqFutaYPukKAViPA  【QR コード】 
 

https://forms.gle/JFqFutaYPukKAViPA


９．プログラム 

18：30～     受付開始 

19：00～19：10  開会行事 

19：10～20：10  講 演：６０分間でまるわかり『脊髄損傷のリハビリテーション医療』 

講 師：古澤 一成 先生 

（吉備高原医療リハビリテーションセンター 病院長） 

20：10～20：25  質疑応答 

20：25～20：30  閉会行事 

 

【古澤一成先生プロフィール】 

＜現 職＞ 

独立行政法人 労働者健康安全機構 

吉備高原医療リハビリテーションセンター 病院長 

＜資格等＞ 

日本専門医機構リハビリテーション科領域専門医・指導医・認定臨床医 

日本障害者スポーツ協会公認障害者スポーツ医 

（吉備高原医療リハビリテーションセンター ホームページより） 

＜ご略歴＞ 

1989 年 3 月 産業医科大学医学部医学科卒業 

1989 年 7 月 産業医科大学リハビリテーション医学教室入局 

1992 年 7 月 吉備高原医療ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ リハビリテーション科勤務 

1994 年 7 月 産業医科大学リハビリテーション医学教室助手就任 

1996 年 4 月 長崎労災病院リハビリテーション科副部長就任 

1999 年 4 月 吉備高原医療ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ リハビリテーション科副部長就任 

2000 年４月 吉備高原医療ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ リハビリテーション科部長就任 

2013 年 7 月 吉備高原医療ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 副院長就任 

2021 年 4 月  吉備高原医療ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 院長就任 

現在に至る 

＜講師メッセージ＞ 

この度は皆様と脊髄損傷について勉強させていただく機会を賜りましたことを感謝申し上げます。 

私が勤務する病院におけるリハビリテーション医療の対象者は、約 7 割が脊髄を損傷された方です。脊髄損傷者も高齢

化の傾向があるとはいえ、リハビリテーション医療の対象となる他の疾病に比べて若年での受傷が多いことが特徴です。

脊髄損傷による障害は重度で、リハビリテーション医療においてそのゴールを達成するためには多くのエネルギーを要し

ますが、脊髄損傷者の社会での活躍は医療従事者にも多くの勇気と希望を与えてくれます。 

脊髄損傷者の社会復帰や、その後の生活を支えていただいている皆様との勉強の機会が、一人でも多くの脊髄損傷者の

社会での活躍につながれば幸いでございます。 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

Mail ircn.fim@gmail.com 出雲リハケアネット FIM プロモーション部 曽我部 

TEL 0853-21-2733    事務局 三島・園山（出雲市民リハビリテーション病院内） 

 

mailto:ircn.fim@gmail.com

